第１学年　道徳学習指導案 

	日　時：
	平成24年10月24日(水)

	学　級：
	1年A・B組

	授業者：
	A組：岸本　知直、B組：中本　 大


1.主題名: 遵守の精神(4‐(1))　
２．ねらい：規則や決まりの意義を理解し、これを守ろうとする意欲を高め、社会の秩序と規律の向上に努める態度を育てる。
３．資料名：ルールを守る心(きみがいちばんひかるとき(光村図書))（p.68～71）
４．学習指導過程　　
	
	学習活動
	主な発問・予想される生徒の反応
	指導上の留意点

	導入
	きまりがなかった時にどんな行動をするか考える。
	①あなたは、自転車を置いてはいけない場所に(たとえば駅など)自転車を置きますか。
　・置く　・置かない　・場合によっては置く
	【個人】

→【ネームプレートを張る】

→【理由を発表する】
・写真を見て、駐輪場が遠いなどのイメージをさせる。

	展開
	資料を読み、考える。
	②筆者は、平日と休日の両方の写真を見て、「何とも言えない気分」になったのでなぜでしょう。

　・監視する人の有無で自転車の数が違うから。
	【一斉・発表】

・監視する人がいる、いないで違いが出ることを気付かせる。

	
	
	③母の「自分自身がいつも自分を見ている」という言葉について、あなたはどう思いますか。

(中心発問)

　・いつか自分に返ってくる。

　・悪いこと　・罪悪感を感じる　

　・悪いか判断をするのは自分自身。

　・人が見ていようがいまいが、ルールを守るべき
	【個人・発表】

・ワークシートに記入

・必要に応じてグループにする。

・自分にやましい心、後ろめたい心に気づかせる。

	
	
	④あなたは、自転車を置いてはいけない場所に、自転車を置きますか。
	【個人】

→【ネームプレートを張る】

→【理由を発表する】

・考えが変わった人は、裏返して移動させる。

・移動させた理由を発表する。黒板には黄色で書く。

	終末
	これからの生活について考える
	⑤ルールを守るとはどういうことだろう。
	【個人・ワークシート】

→【一斉・発表】


５．準備物：資料、ワークシート、掲示物、ネームプレート
６．板書計画




７．今後の改善点

　◎　ねらいが、決まりの意義の理解と態度を育てることに2つあるので、どちらかに絞るとよい。

　◎　導入は、「置く」と「置かない」のどちらかにする。

　◎　中心発問の問い方に工夫が必要。生徒が文章化しづらいので、写真などを用意しイメージがしやすいようにする工夫が必要。
　◎　終末のところに時間をかけて、深める方向でもよい。
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